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第 1問 

Ⅰ(1) Xの速さをvとして，運動方程式は，
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よって，小窓から集められるXの運動エネルギーは， 21
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(2) Xが小窓に達するまでの時間を 0t とすると， 0t   
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求める条件は，
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(3) 分裂における運動量保存則とエネルギー保存則は， 
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Ⅱ(1) （ア）Xの加速度は，
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  であり，分裂地点 0x における速さが Av なので， 
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（イ） 求める時間は，
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（ウ） 分裂直後のAの初速度のx成分は， 0cos Av   で，これが負になる条件は， 0cos     

（エ） 1    であれば転回軌道は実現しないので，（ア）を用いて， 0x   
2

L
  

（オ）Aが 0x   の領域に入らない条件は，エネルギー保存則より， 
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（2）測定される運動エネルギーK を，エネルギー保存則から考えると， 

 0x x で分裂した直後の速度成分が 1 Av の場合， 
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   0 ≦ 0x ≦L  において， 25
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0x x で分裂した直後の速度成分が 1 Av  の場合， 
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   （1）（カ）の結果を踏まえ，検出器に到達する状況を考えると， 
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(3) （2）の結果より，x L に近い所で崩壊したほうが運動エネルギーは小さくなる。よって，
A

L
T

v
が に比べて  

 はるかに長い場合の方が，運動エネルギーが小さい原子核の割合は多い。 
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第2問 
Ⅰ(1) 導線１巻が単位時間あたりに横切る磁束は 002 Brv なので， 

1V ＝ 002 BNrv   

(2)   zV ＝ LV ＋  kzV sinL なので，極大から次の極大までのz の差 z は， z ＝
k

2
 

それに対応する，光の経路は往復なので z2 ＝ である。 ＝
f

c
なので， 
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(3) 求める力の合力をF ，導線に流れる電流をi とすると，F ＝  TgMm  － 02 iBNr  

一方，i ＝   0L 2sin
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(4) v＝０，T ＝Mg ，F ＝０，  1sin kz ≒ 1kz と見なせるので， 
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Ⅱ(1) V ＝ 1HIR － 2IR ，H ＝ 332211 InInIn   

 

(2) R における電圧降下から AV  ＝ 3IR  ， 
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(3) 与えられた近似式より，R ≒ H
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これに 1n ， 2n ， 3n および表２－１の測定値を代入して， 
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第 3問  

Ⅰ(1) 体積の変化を V ，ピストンの断面積をA，外力をF外力とすると 
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力のつりあい：
0pA p A F= + 外力   より， 

0( )F p p A= −外力  

よって，要した仕事 W 外 は， 
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(2) 表面積の変化は， 4 2 8S r r r r  =   =   

要した仕事は， 8W S r r  =  =    

(3) W W = 外 より， 
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(2) 左右の気体の物質量を各々
An ， Bn ，気体定数をR ，一定の温度をT として，状態方程式は 

変化前：
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   変化後：
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0( )p r p− のグラフは右のようになる。 

グラフは
0

3

2
r で極大となる。 

同一の圧力となるような，異なる２つの半径 

r が存在すればよい。また，手でしぼませた

後，変化が後戻りしないことが必要なので， 
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(2) 温度を上げると全体の体積が増えることになるので，平衡状態の圧力を表すグラフ上の水平線の位

置は下がる。よって，圧力は低くなる。 

 

(3) ⑥ 
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